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【重要度】★★ 【一般製剤名】イソソルビド Isosorbide 【分類】浸透圧利尿・メニエール症改善剤 

【単位】▼20mL・▼23mL・▼30mL/包，▼500mL/瓶（70%溶液） 

【常用量】 

■脳圧降下：70～140mL/日 

■メニエール症：1日1.5～2.0mL/kg［通常1日90～120mLであるが，120mL/日では効果は同等で副作用の頻度が高いため，90mL/日が用いられる（北原正章, 他: 薬

理と治療 15: 2975-2990,1987）］ 

 

【用法】 

■脳圧降下：2～3回分服 

■メニエール症：食後3回分服．必要に応じ冷水で2倍程度に希釈 

 

【透析患者への投与方法】透析患者の投与方法に言及した文献はないが，浸透圧利尿が作用機序の1つであるため，循環血液量の増加に注意し慎重投与（5） 

【その他の報告】300mL/日の自尿がある HD 患者のめまい症に投与して数日後に上肢の振戦，回転性と非回転性のめまいの増悪と脱力感が出現し，高浸透圧血症

（351mOsm/L）を認めHDで改善した症例（加藤雅典, 他: 日腎会誌 55: 110, 2013） 

【保存期CKD患者への投与方法】腎不全患者の投与方法に言及した文献はないが，浸透圧利尿が作用機序の1つであるため，利尿作用による腎障害の悪化や循環血液

量の増加に注意し慎重投与（5） 

【特徴】浸透圧利尿作用をもつイソソルビド製剤．脳圧降下，眼圧降下，利尿，メニエール病に適用．ソルビトール1分子から水2分子脱水したアルコール． 

【主な副作用･毒性】消化器症状，不眠など 

【吸収】ka=2.25/hr（1）投与6時間後くらいに内リンパ水腫に対する脱水作用があらわれる（Kakigi A, et al: Otol Neurotol 2023 PMID: 37464452） 

【F】データなし（1） 

【tmax】1～1.4hr（1） 

【代謝】ほとんど代謝されない（1） 

【排泄】尿中未変化体排泄率80%［24hrまで］（1） 

【t1/2】6.8hr（1） 

【蛋白結合率】データなし（1） 

【Vd】0.66L/kg（1） 

【MW】146.14 

【透析性】透析されると思われる（1） 

【O/W係数】資料なし（1） 

【主な臨床報告】メニエール病において耳鳴りと頭痛を軽減（Kitahara M, et al: ORL J Otorhinolaryngol Relat Spec 1982 PMID: 7110671） 

ウサギ蝸牛血流が30-60%増加（Larsen HC, et al: ORL J Otorhinolaryngol Relat Spec 1987 PMID: 3601377） 

 

メニエール病の有症状期の血清浸透圧は283mOsm/kg以下で，イソソルビド投与によっても血清浸透圧の変化は観察されなかった（Kitano H, et al: Am J Otol 1987 

PMID: 3631241） 

メニエール病患者の前庭症状への改善度は80%であるが，蝸牛症状への効果は限定的（Kanda K, et al: Acta Otolaryngol Suppl 1993 PMID: 8470539） 

長期治療時のケースシリーズで有効率60-70％（Nozawa I, et al: ORL J Otorhinolaryngol Relat Spec 1995 PMID: 7603692） 

グリセロールのような内リンパ液量低下後のリバウンドは認めなかった［ブタ］（Kakigi A, et al: ORL J Otorhinolaryngol Relat Spec 2004 PMID: 15668526） 

血清浸透圧上昇によりADH分泌が刺激される（Kakigi A, et al: ORL J Otorhinolaryngol Relat Spec 2006 PMID: 16699291） 

利尿薬によるメニエール病の治療は，めまいの改善には効果がある可能性があるが，聴力改善には一貫性がない（Crowson MG, et al: Otolaryngol Head Neck Surg 2016 

PMID: 26932948） 

内リンパ水腫の検出に利用できる（Lee JD, et al: Acta Otolaryngol 2016 PMID: 27348133） 

100mL/日の30日投与で急性感音難聴の症状を改善した（Lee YH, et al: Int J Audiol 2023 PMID: 35736628） 

メニエール病への全身薬物治療の効果は不確実性が高い（Webster KE, et al: Cochrane Database Syst Rev 2023 PMID: 36827524） 

【備考】30mL/日ではほとんど効果がなく，中止可能 

【更新日】20240903 
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※正確な情報を掲載するように努力していますが、その正確性、完全性、適切性についていかなる責任も負わず、いかなる保証もいたしません。本サイトは自己の責任で閲覧・利用することとし、それらを利用した結果、 

直接または間接的に生じた一切の問題について、当院ではいかなる責任も負わないものとします。最新の情報については各薬剤の添付文書やインタビューフォーム等でご確認ください。  

※本サイトに掲載の記事・写真などの無断転載・配信を禁じます。すべての内容は、日本国著作権法並びに国際条約により保護されています。 


